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令 和 ７（2025）年 度

一般選抜公立大学中期日程　試験問題

人間健康科学部　スポーツ健康科学科

小論文

注　意　事　項

１　試験開始の合図があるまで、この問題冊子を開かないでください。

２　解答はすべて解答用紙に記入してください。

３　解答には鉛筆かシャープペンシルを使用してください。

４　問題は全部で８ページ、解答用紙は全部で２枚あります。

５　試験時間は１２０分です。

６　試験終了後、問題冊子も回収します。

７　何か伝えたいことがあるときは挙手してください。
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第１問　以下の文章を読んで、設問１および設問２に答えなさい。

　今年から「国民体育大会（国体）」の名称を変更した「国民スポーツ大会（国スポ）」のありようが
問われている。９月、日本スポーツ協会（JSPO）による国スポ改革に向けた有識者会議が始動、年
度内に改革案をまとめるという。
　戦後すぐの 1946 年、疲弊した「国民の健康増進、体力向上」「地方のスポーツ振興と文化発展への
寄与」を掲げて第１回大会を京都で開催した国体は、国スポとして 2034 年沖縄開催で２巡目を終え、
2035 年から３巡目にはいる。JSPO では４年前からあり方の見直しを模索、ワーキンググループ（WG）
による議論を深めてきた。今後は有識者会議がブラッシュアップするかたちとなるが、開催主体とな
る 47 都道府県の知事からは「廃止も含めた見直し」を求める声もあがる。
　そも、国体改革話は 1980 年代から俎上（そじょう）にあがっていた。戦後の荒廃から 47 都道府県
をめぐることによって全国的にスポーツ施設が整備され、地方の体育・スポーツ組織は体裁を整えた。
全国にスポーツのすそ野が広がり、競技レベル向上に寄与したことは国体の功績である。一方で都道
府県の対抗意識による大会の肥大化、天皇杯・皇后杯獲得合戦に伴う負担の増大が顕著となり、２巡
目を迎えた 1988 年以降は「もう役割は終えた」と指摘される。批判に合わせ部分的な修正はなされ
てきたものの、開催自治体の負担とりわけ膨大な財政負担という大命題は解消されていない。
　今回、改革が注目される背景には全国の知事の存在がある。発端は４月、全国知事会会長を務める
村井嘉浩宮城県知事が増加する自治体の負担を念頭に個人的な見解と前置きして「廃止もひとつの考
え」と発言。2030 年開催を待つ島根県の丸山達也知事が開催意義を尊重しつつ「問題を改善しない
ままの開催は容認しがたい」と続いた。今年初の国スポを開催する佐賀県の山口祥義知事や神奈川県
の黒岩祐治知事らが「持続可能な形での継続」を求めるなか、８月の全国知事会で石川県の馳浩知事
が「小手先の改善をしても根本的な問題は解決されない」として「廃止を含めた見直し」に言及した。
馳知事は元旦に発生した能登地震からの復旧を第一とする立場にあるが、元レスリングのオリンピッ
ク代表で衆議院議員時代は文部科学大臣を務めるなど長くスポーツ行政の先頭にたってきた。その人
までが「廃止」を口にしたことを重く受け止めたい。
　国スポはほんとうに地方創生にかなっているのか、馳発言はそう問いかける。少子高齢化による人
口減と東京一極集中が進む現状で地方は疲弊しきっている。自治体は緊縮財政を余儀なくされ、地震
や台風、大雨による災害対策に苦慮する一方、住民福祉や少子化、高齢者対策を急ぐ。今年４月、民
間グループ「人口戦略会議」が 2050 年までの「若い女性」の減少率をもとに政令都市、特別区を含
む全国 1741 市町村（地方公共団体情報システム機構調べ）の約４割にあたる 744 自治体が人口急減、
消滅の可能性があるとした分析結果を公表した。基礎自治体の減少は更なる地方経済の停滞をうみ、
行政サービス低下による地域コミュニティの崩壊は広域自治体としての都道府県の基盤を危うくす
る。大都市圏と地方との格差は一層拡大、広域自治体どうしの合併も招きかねない。都道府県対抗に
よってたつ国スポへの影響は避けられない。
　国スポ改革では、人口動態を念頭におくことは不可避である。近未来、人口減少による深刻な自治
体格差が予測される状況下、都道府県対抗による全国大運動会にどれほどの意義があるというのか。
　検討 WG の検討内容報告を読む限り、JSPO は「毎年開催」「都道府県対抗」「開催地のフルエント
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リー」という現状維持の姿勢を崩していない。報道によれば、有識者会議には「複数の都道府県での
分散開催」「冬季競技など一部競技会場の固定化」の是非や「施設基準の緩和と既存施設の活用」「開
会式等セレモニーの簡素化」に「選手数、競技数の見直し」「トップ選手の参加促進」などを問うと
いう。それが持続可能な国スポを希求する抜本的な改革足り得るのか。
　名称は変わろうとも国スポの本義は「スポーツの普及」と「国民の健康増進」にある。スポーツは
元より勝ち負けを競い、「より速く」「より高く」「より強く」を希求するものだが、他方スポーツす
ることは楽しく、健康を増進させる。個でも楽しいスポーツは「ともに」すればより楽しい。それが

「ウェルビーイング（Well-being）」であり、国スポのよって立つところだと考える。
　若い層からマスターズ世代まで、障害のある人も一緒に集い、スポーツを楽しむ場を創出したい。
陸上、水泳といった伝統的な競技からスケートボードや BMX のようなアーバンスポーツ、さらには
綱引きやドッジボール、ゆるスポーツまで、開催地域の思いに合わせたスポーツを実施、祝祭の場を
創ろう。
　開催地は都道府県の枠をとりはらう。歴史や文化、交通等のつながりから、例えば島根県の松江市
と鳥取県の米子市、境港市などで形成する中海文化圏のような地域で開催するのはどうか。福島県の
浜通りと仲通り、会津はそれぞれ茨城県や栃木県、あるいは新潟県の地域と交流が深い。全国にはそ
うした都道府県境を超えて結びつく地域は少なくない。開催地域は１カ所に限らず、日程を合わせて
全国複数地域で同時開催する。開会式は地域色を押しだし、役員だけが入場行進して喜ぶセレモニー
などはいらない。
　都道府県による得点争いは必要ない。それでも競いたければ、同規模の自治体どうしが参加率で対
抗する、かつて笹川スポーツ財団が実施主体となって運営された「チャレンジデー」のような形式は
どうか。天皇杯、皇后杯は開催会場を巡回して展示、親しく観客にみてもらえればよいではないか。
　10 年ほど前、全国 47 都道府県をいくつかの「道」「州」というブロックに再編成し高い行政権を
与える「道州制」論議が盛り上がった。東京一極集中の要因とされる中央集権から地方分権にシフト、
地方創生のねらいが込められた。議論は沸騰したものの、国との役割分担、行政サービスの渋滞予測
などの指摘もあって鎮静化している。
　今はあのとき以上に少子高齢化による人口減少が進み、人や場所を結ぶ手段としての ICT（情報通
信技術）が浸透する。改めて「道州制」を考えるときかもしれない。そこに「スポーツによる地方振
興」を掲げる国スポが連動することは少なくない。都道府県の枠を超えて協力しあう改革が地方創生
再考の起点となりうる。

出典：佐野 慎輔（2024）「いつまでも『都道府県対抗』でよいのか〜国スポ改革は人口動態を根底にすべし〜」笹川

スポーツ財団〈https://www.ssf.or.jp/knowledge/spi/45.html〉(2024 年 10 月 10 日閲覧 )
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設問１　国民スポーツ大会の廃止の議論がなされている背景について、本文でどのように述べられて
いるか 200 字以内でまとめなさい。

設問２　国民スポーツ大会のあり方について賛否を述べるとともに、国民スポーツ大会の本義を見据
えたこれからのあり方について自身の考えを 600 字以内で述べなさい。
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第２問
　
　健康日本 21（第３次）では、2024 ～ 2035（令和６～ 17）年度までに全国的に『１回 30 分以上の
運動を週２回以上実施し、１年以上継続している』者の割合を向上させることが目標として掲げられ
ている。2019（令和元）年度時点の全国平均では、この習慣を持つ成人（20 ～ 65 歳以上）の割合が
29.05%（男性：32.7%、女性：25.4%）であり、2032（令和 14）年度までに男女ともに 40% を達成す
ることを目指している。
　以下の図１～５、表１～３は、『第３次周南市健康づくり計画』（2020（令和２）年度）からの引用
で周南市における運動習慣や健康状態および健康管理に関するデータを示している。これらの情報を
参考に、２つの設問に回答しなさい。

設問１　図１は、周南市の運動習慣に関する調査結果を示している。図から読み取れる課題を 200 字
以内で述べなさい。

設問２　図２～５および表１～２から読み取れる課題を述べ、それらの課題を改善するために実施可
能な具体的な方策を、全ての図表を参考にしつつ 600 字以内で述べなさい。2016 ～ 2019（平成 28 ～
31）年度に取り組まれた方策については、表３の通りである。
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図１．定期的な運動習慣について
（定期的な運動とは１日 30 分以上週２回程度の運動のこと）

第３章 健康づくりの目標と取組（健康づくり計画） 
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図図 33--77  定定期期的的にに運運動動（（11 回回 3300 分分以以上上週週 22 回回程程度度））ししてていいるるかか  

資料：アンケート調査結果 
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第３章 健康づくりの目標と取組（健康づくり計画） 
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■図 3-29 この 1 年間に健康診査や健康診断を受けたか（成人） 

 
 資料：アンケート調査結果 

 
■図 3-30 健診結果を生活習慣の見直しに活かしているか 

資料：アンケート調査結果 
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図２．１年間の健康診査や健康診断の受診について
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■図 3-29 この 1 年間に健康診査や健康診断を受けたか（成人） 

 
 資料：アンケート調査結果 

 
■図 3-30 健診結果を生活習慣の見直しに活かしているか 

資料：アンケート調査結果 
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活かしている 活かしていない
どちらともいえない 無回答

図３．生活習慣見直しのための健診結果活用状況
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★★☆☆みみんんななでで目目指指すす目目標標値値☆☆★★  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※平成 30 年度実績 

※妊婦健康診査の受診率が 100％を超えているのは、転入等により、妊娠届出者と受診者が 

 必ずしも一致しないため。 

 

評 価 指 標 対象 
現状値 

(令和元年度) 

目標値 
(令和６年度) 

１年間に健康診査や健康診断を受けた人の
割合 

成人男性 ９５．８％ １００％ 

成人女性 ７５．７％ １００％ 

健診結果に基づいて生活習慣を見直している
人の割合 

成人 ３８．０％ ６０％ 

１年間にがん検診を受診した
人の割合 

胃がん ４０歳以上の市民 ３７．４％ ５０％ 

肺がん ４０歳以上の市民 ２７．８％ ５０％ 

大腸がん ４０歳以上の市民 ３１．３％ ５０％ 

２年間にがん検診を受診した
人の割合 

子宮頸がん ２０歳以上の女性 ５３．７％ ６０％ 

乳がん ４０歳以上の女性 ５１．３％ ６０％ 

妊婦健康診査受診率 妊婦 １００．７％※ １００％ 

産婦健康診査受診率（産後１か月） 産婦 ８２．８％※ １００％ 

１か月児健康診査受診率 １か月児 ９６．８％※ １００％ 

３か月児健康診査受診率 ３か月児 ９７．９％※ １００％ 

７か月児健康診査受診率 ７か月児 ９９．４％※ １００％ 

１歳６か月児健康診査受診率 １歳６か月児 ９８．７％※ １００％ 

３歳児健康診査受診率 ３歳児 ９７．９％※ １００％ 

表１．男女の健診受診率と生活習慣見直しの目標値

※一部抜粋して使用
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第３章 健康づくりの目標と取組（健康づくり計画） 
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図図 33--1111  朝朝気気持持ちちよよくく起起ききらられれるるかか  

資料：アンケート調査結果 

 

図図 33--1122  心心身身のの疲疲労労回回復復ののたためめのの方方法法をを持持っってていいるるかか  

資料：アンケート調査結果 
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図４．朝の目覚めについて
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図図 33--1111  朝朝気気持持ちちよよくく起起ききらられれるるかか  

資料：アンケート調査結果 

 

図図 33--1122  心心身身のの疲疲労労回回復復ののたためめのの方方法法をを持持っってていいるるかか  

資料：アンケート調査結果 
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図５．心身の疲労回復のための方法の有無について
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（２）目標 

 

 

 

 

 
◆◆睡睡眠眠にによよるる休休養養のの大大切切ささをを知知りり、、十十分分なな睡睡眠眠をを取取ろろうう  

休養には「休む」と「養う」の二つの意味があります。身体を休め、明日に向かって

の英気を養うために、生活のリズムを整え、規則正しい食事と十分な睡眠を確保しまし

ょう。 

ことに、睡眠障害はこころの病気の初期症状のため注意が必要です。こころの病気は

自分では気づきにくいため、身近な人の変化に気づいてあげることも大切です。 

 

◆◆自自分分にに合合っったたスストトレレスス解解消消方方法法をを見見つつけけよようう  

ストレスは誰にでもあることですが、その影響を強く受けるかどうかには個人差があ

ります。過度のストレスが続くと、自律神経とホルモンのバランスがくずれ、心身の不

調を招くことになります。ストレスへの対応能力を高めるように生活習慣の改善を含め

たこころの健康づくりに努めるとともに、趣味や楽しみを持ち、自分に合ったストレス

解消方法を見つけ、ストレスと上手につきあうことが重要です。 

 

★★☆☆みみんんななでで目目指指すす目目標標値値☆☆★★  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆◆  睡睡眠眠にによよるる休休養養のの大大切切ささをを知知りり、、十十分分なな睡睡眠眠をを取取ろろうう  

◆◆  自自分分にに合合っったたスストトレレスス解解消消方方法法をを見見つつけけよようう  

評 価 指 標 対象 
現状値 

(令和元年度) 

目標値 
(令和６年度) 

朝気持ちよく起きられる人の割合 成人 １４．８％ ３０％ 

心身の疲労回復のための方法を持っている人の
割合 

成人 ５７．９％ ７０％ 

表２．朝の目覚めと心身の疲労回復のための方法についての目標値
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出所：すべての図表は、『第３次周南市健康づくり計画』（2020（令和２）年度）より引用したもの
である。

※一部抜粋して使用

表３．しゅうなんスマートライフチャレンジ（2016 ～ 2019（平成 28 ～ 31）年度の取り組み）




